
平成 22年 11月 8日

各　　位

会 社 名 日立工機株式会社

代 表 者 名 取締役社長　加藤　清

（コード番号 ６５８１　東証・大証１部）

問 合 せ 先 広報室長　吉成　雅人

(TEL.03‐5783‐0601)

（訂正・数値データ訂正あり）「平成 23年 3月期　第１四半期決算短信

〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について

当社は、平成 22年 11月 1日付「当社連結子会社の不適切な取引および会計処理に関する調査結果等

について」において、過年度決算の訂正につきましては、確定次第速やかに開示する旨、お知らせいた

しました。このたび、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので下記のとおりご報告いたします。

訂正個所を含むページについては訂正前と訂正後をそれぞれ添付し、訂正個所には　　　　　（アン

ダーライン）を付して表示しております。

また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも送信いたします。

記

１．訂正を行う決算短信

　　　決算期　平成 23年 3月期　第１四半期決算短信

　　　発表日　平成 22年７月 27日

２．訂正の理由

　　　当社連結子会社において不適切な取引および会計処理があったため。

　　　詳細は、平成 22年 11月 1日付「当社連結子会社における不適切な会計処理に関する調査結果等

　　について」をご参照ください。

以　上



  

  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 

  

        

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年７月27日

上場会社名 日立工機株式会社 上場取引所  東・大 

コード番号 6581 ＵＲＬ  http://www.hitachi-koki.co.jp/ 

代表者          （役職名） 取締役社長 （氏名）加藤 清 

問合せ先責任者  （役職名） 広報室長 （氏名）吉成 雅人 （ＴＥＬ）  03（5783）0601 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月９日 配当支払開始予定日 平成22年８月31日 

四半期決算補足説明資料作成の有無：有     

四半期決算説明会開催の有無      ：有（アナリスト向け）     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  30,268  7.0  423 △50.3  444 △49.5  84 △66.6 

22年３月期第１四半期  28,287 △30.7  851 △84.1  879 △83.7  253 △93.0 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  0  83  0  83

22年３月期第１四半期  2  50  2  50

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  143,335  109,005  75.4  1,066  29

22年３月期  148,982  112,141  74.6  1,096  75

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 108,121百万円 22年３月期 111,210百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  6  00  6 00 6 00 6 00  24  00

23年３月期  6  00

23年３月期（予想）  6 00 6 00 6 00  24  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  63,000  8.1  2,100  △23.3  2,000  △28.9  1,000  △39.0  9 86 

通期  134,000  12.4  7,800  50.4  7,500  45.1  4,600  38.0  45  36
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１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有  

  

        

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年７月27日

上場会社名 日立工機株式会社 上場取引所  東・大 

コード番号 6581 ＵＲＬ  http://www.hitachi-koki.co.jp/ 

代表者          （役職名） 取締役社長 （氏名）加藤 清 

問合せ先責任者  （役職名） 広報室長 （氏名）吉成 雅人 （ＴＥＬ）  03（5783）0601 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月９日 配当支払開始予定日 平成22年８月31日 

四半期決算補足説明資料作成の有無：有     

四半期決算説明会開催の有無      ：有（アナリスト向け）     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  29,998  10.4  232  △53.7  253  △52.2  5  －

22年３月期第１四半期  27,177  △32.0  502  △90.0  530  △89.6  △106  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  0 05  0 05 

22年３月期第１四半期  △1 05  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  139,866  104,181  73.9  1,018  72

22年３月期  144,347  106,732  73.3  1,043  41

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 103,298百万円 22年３月期 105,802百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  6  00  6 00 6 00 6 00  24  00

23年３月期  6  00

23年３月期（予想）  6 00 6 00 6 00  24  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  63,000  12.2  2,100  △3.8  2,000  △11.3  1,000 38.0  9 86 

通期  134,000  16.5  7,800  114.4  7,500  106.2  4,600 375.3  45  36
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期の売上高は、世界各地域で少しずつ市場に回復の兆しがあらわれてきたものの本格回復には至ら 

ず、依然低水準で推移している日米の住宅投資や雇用・所得環境の停滞の影響などを受けましたが、グローバルで

の販路の拡充や新興国への拡販に努めたことなどから、３０２億６千８百万円（前年同期比７％増）となりまし 

た。 

 利益面においては、ギリシャ財政危機に端を発した急激かつ大幅な円高ユーロ安や日米市場での競争激化の影響

などにより、営業利益４億２千３百万円（前年同期比５０％減）、経常利益４億４千４百万円（同４９％減）、四

半期純利益８千４百万円（同６７％減）となりました。 

［セグメント別状況］ 

①電動工具事業 

 日本においては、住宅投資や公共投資の低迷などの影響を受けましたが、コードレス工具の拡販やホームセン 

タールートの深耕などに努め、売上高は前年同期比３％の増加となりました。 

 北米地域においては、景気回復ペースの鈍化や不安定な住宅市場の影響を受けたものの、ホームセンターや大手

量販店との関係強化などに努め、売上高は前年同期比４％の増加となりました。 

 欧州地域においては、エンジン工具の拡販や大手ホームセンターとの取引拡大などに努め、ロシアを中心に回復

が見られ現地通貨ベースでは前年同期比２ケタ以上の伸びを示しましたが、ユーロが大幅に円高に推移したため、

売上高は前年同期比１％の増加にとどまりました。 

 アジア、その他の地域においては、インドや豪州を筆頭に比較的堅調に推移しました。また、子会社の決算期を

統一すべくアジアで８社の決算期変更を行いました。これらのことから、売上高は前年同期比３６％の増加となり

ました。 

 その結果当事業の業績は、売上高２８８億３千２百万円（前年同期比７％増）となりましたが、営業利益につい

ては、大幅な円高ユーロ安や競争激化などの影響により大幅に減少し、１千２百万円（同９８％減）となりまし 

た。 

②ライフサイエンス機器事業 

 日本においては、大学・官公庁研究施設や大手取引先が設備投資を控えるなか、新規顧客の開拓やワクチン市場

への新製品ＰＲなどを行い、海外においては、市場の冷え込みが続くなか、比較的活気のあるアジア、中国市場を

中心に積極的な営業活動やサービス活動を展開しました。  

 その結果当事業の業績は、売上高１４億３千６百万円（前年同期比１８％増）、営業利益４億１千１百万円（同

２５％増）となり、引き続き高い営業利益率を確保しました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況   

 当第１四半期における総資産は、１,４３３億３千５百万円であり、前連結会計年度と比べて５６億４千７百万

円の減少となりました。このうち、流動資産は１,１０８億６千９百万円となり、４０億５千５百万円減少しまし 

た。これは主に、為替の影響もあり受取手形及び売掛金やたな卸資産が減少したことによるものです。  

 負債は、３４３億２千９百万円であり、２５億１千１百万円減少しました。これは主に、為替の影響などにより

借入金及び未払費用が減少したことによるものです。  

 純資産は、１,０９０億５百万円であり、３１億３千５百万円減少しました。これは主に、円高の影響により 

為替換算調整勘定が変動したことによるものです。 

②キャッシュフローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フローについては、仕入債務の増加や売上債権の減少などにより、３６億２千２百

万円の収入となりました。  

 投資活動によるキャッシュ・フローについては、有形固定資産の売却などにより、２億４百万円の収入となりま

した。 

 財務活動によるキャッシュ・フローについては、配当金の支払６億３百万円などにより、２億５千８百万円の支

出となりました。  

 以上の結果現金及び現金同等物の当四半期末残高は、前年度末残高から３１億９千３百万円増加し、２８３億 

１千３百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当面の経済環境をみますと、世界経済は、地域差はあるものの概ね回復基調で推移すると思われますが、各国景

気対策のピークアウト、新興国経済の過熱と引き締め、先進国での緩慢な雇用回復、欧州の金融不安などが景気を

圧迫すると懸念され、加えて、原材料価格の変動、不安定な為替の動きなど、先行きは極めて不透明で予断を許さ

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報  

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期の売上高は、世界各地域で少しずつ市場に回復の兆しがあらわれてきたものの本格回復には至ら 

ず、依然低水準で推移している日米の住宅投資や雇用・所得環境の停滞の影響などを受けましたが、グローバルで

の販路の拡充や新興国への拡販に努めたことなどから、２９９億９千８百万円（前年同期比１０％増）となりまし

た。 

 利益面においては、ギリシャ財政危機に端を発した急激かつ大幅な円高ユーロ安や日米市場での競争激化の影響

などにより、営業利益２億３千２百万円（前年同期比５４％減）、経常利益２億５千３百万円（同５２％減）、四

半期純利益５百万円（前年同四半期は四半期純損失１億６百万円）となりました。 

［セグメント別状況］ 

①電動工具事業 

 日本においては、住宅投資や公共投資の低迷などの影響を受けましたが、コードレス工具の拡販やホームセン 

タールートの深耕などに努め、売上高は前年同期比３％の増加となりました。 

 北米地域においては、景気回復ペースの鈍化や不安定な住宅市場の影響を受けたものの、ホームセンターや大手

量販店との関係強化などに努め、売上高は前年同期比８％の増加となりました。 

 欧州地域においては、エンジン工具の拡販や大手ホームセンターとの取引拡大などに努め、ロシアを中心に回復

が見られ現地通貨ベースでは前年同期比２ケタ以上の伸びを示しましたが、ユーロが大幅に円高に推移したため、

売上高は前年同期比８％の増加となりました。 

 アジア、その他の地域においては、インドや豪州を筆頭に比較的堅調に推移しました。また、子会社の決算期を

統一すべくアジアで８社の決算期変更を行いました。これらのことから、売上高は前年同期比３８％の増加となり

ました。 

 その結果当事業の業績は、売上高２８５億６千２百万円（前年同期比１０％増）となりましたが、営業損益につ

いては、大幅な円高ユーロ安や競争激化などの影響により大幅に減少し、１億７千８百万円の損失となりました。

②ライフサイエンス機器事業 

 日本においては、大学・官公庁研究施設や大手取引先が設備投資を控えるなか、新規顧客の開拓やワクチン市場

への新製品ＰＲなどを行い、海外においては、市場の冷え込みが続くなか、比較的活気のあるアジア、中国市場を

中心に積極的な営業活動やサービス活動を展開しました。  

 その結果当事業の業績は、売上高１４億３千６百万円（前年同期比１８％増）、営業利益４億１千１百万円（同

２５％増）となり、引き続き高い営業利益率を確保しました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況   

 当第１四半期における総資産は、１，３９８億６千６百万円であり、前連結会計年度と比べて４４億８千１百万

円の減少となりました。このうち、流動資産は１，０７４億４千４百万円となり、２８億９千６百万円減少しまし

た。これは主に、為替の影響もあり受取手形及び売掛金やたな卸資産が減少したことによるものです。  

 負債は、３５６億８千４百万円であり、１９億２千９百万円減少しました。これは主に、為替の影響などにより

借入金及び未払費用が減少したことによるものです。  

 純資産は、１，０４１億８千１百万円であり、２５億５千１百万円減少しました。これは主に、円高の影響によ

り為替換算調整勘定が変動したことによるものです。 

②キャッシュフローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フローについては、仕入債務の増加や売上債権の減少などにより、２５億９千２百

万円の収入となりました。  

 投資活動によるキャッシュ・フローについては、有形固定資産の売却などにより、２億４百万円の収入となりま

した。 

 財務活動によるキャッシュ・フローについては、短期借入金の増加８億６千万円や長期借入金の増加５億３千９

百万円などにより、７億７千１百万円の収入となりました。  

 以上の結果現金及び現金同等物の当四半期末残高は、前年度末残高から３１億９千３百万円増加し、２８３億 

１千３百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当面の経済環境をみますと、世界経済は、地域差はあるものの概ね回復基調で推移すると思われますが、各国景

気対策のピークアウト、新興国経済の過熱と引き締め、先進国での緩慢な雇用回復、欧州の金融不安などが景気を

圧迫すると懸念され、加えて、原材料価格の変動、不安定な為替の動きなど、先行きは極めて不透明で予断を許さ
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

  
当第１四半期連結会計期間末

（平成22年６月30日）  

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成22年３月31日）  

資産の部 

流動資産 

現金及び預金  11,368  9,922

預け金  16,944  15,197

受取手形及び売掛金  35,480  41,093

たな卸資産  40,847  43,492

繰延税金資産  3,911  3,737

その他  2,892  2,118

貸倒引当金 △577 △638

流動資産合計  110,869  114,924

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物  31,901  32,023

  減価償却累計額 △20,676 △20,527

建物及び構築物（純額）  11,224  11,450

機械装置及び運搬具  39,422  39,914

  減価償却累計額 △34,455 △34,609

機械装置及び運搬具（純額）  4,967  5,305

土地  2,773  3,420

その他  10,750  10,645

  減価償却累計額 △8,704 △8,615

その他（純額）  2,045  2,029

有形固定資産合計  21,011  22,206

無形固定資産 

のれん  4,884  4,989

その他  1,688  1,825

無形固定資産合計  6,572  6,814

投資その他の資産 

投資有価証券  1,046  1,216

繰延税金資産  1,550  1,512

その他  2,286  2,308

投資その他の資産合計  4,882  5,037

固定資産合計  32,466  34,058

資産合計  143,335  148,982
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３．四半期連結財務諸表 

 （１）四半期連結貸借対照表 

 （単位：百万円）

  

  
当第１四半期連結会計期間末

（平成22年６月30日）  

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成22年３月31日）  

資産の部 

流動資産 

現金及び預金  11,368  9,922

預け金  16,944  15,197

受取手形及び売掛金  31,575  35,985

たな卸資産  41,190  43,955

繰延税金資産  4,102  3,799

その他  2,863  2,135

貸倒引当金 △601 △655

流動資産合計  107,444  110,341

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物  31,901  32,023

  減価償却累計額 △20,676 △20,572

建物及び構築物（純額）  11,224  11,450

機械装置及び運搬具  39,422  39,914

  減価償却累計額 △34,455 △34,609

機械装置及び運搬具（純額）  4,967  5,305

土地  2,773  3,420

その他  10,750  10,645

  減価償却累計額 △8,704 △8,615

その他（純額）  2,045  2,029

有形固定資産合計  21,011  22,206

無形固定資産 

のれん  4,884  4,989

その他  1,688  1,825

無形固定資産合計  6,572  6,814

投資その他の資産 

投資有価証券  1,046  1,216

繰延税金資産  1,505  1,460

その他  2,286  2,308

投資その他の資産合計  4,837  4,985

固定資産合計  32,421  34,005

資産合計  139,866  144,347
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（単位：百万円）

  
当第１四半期連結会計期間末

（平成22年６月30日）  

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成22年３月31日）  

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金  8,322  8,267

短期借入金  13,358  14,448

未払費用  6,005  6,953

未払法人税等  325  591

役員賞与引当金  18  90

資産除去債務  36 －

その他  2,507  2,599

流動負債合計  30,574  32,951

固定負債 

退職給付引当金  3,018  3,009

役員退職慰労引当金  284  487

資産除去債務  215 －

その他  238  392

固定負債合計  3,755  3,889

負債合計  34,329  36,841

純資産の部 

株主資本 

資本金  17,813  17,813

資本剰余金  21,557  21,557

利益剰余金  94,452  94,976

自己株式 △13,635 △13,635

株主資本合計  120,187  120,711

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △181 △81

為替換算調整勘定 △11,884 △9,418

評価・換算差額等合計 △12,065 △9,500

少数株主持分  883  930

純資産合計  109,005  112,141

負債純資産合計  143,335  148,982
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（単位：百万円）

  
当第１四半期連結会計期間末

（平成22年６月30日）  

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成22年３月31日）  

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金  8,127  8,267

短期借入金  13,768  14,448

未払費用  6,019  6,955

未払法人税等  325  591

役員賞与引当金  18  90

資産除去債務  36 －

その他  3,095  3,370

流動負債合計  31,390  33,724

固定負債 

退職給付引当金  3,018  3,009

役員退職慰労引当金  284  487

資産除去債務  215 －

その他  777  392

固定負債合計  4,294  3,889

負債合計  35,684  37,614

純資産の部 

株主資本 

資本金  17,813  17,813

資本剰余金  21,557  21,557

利益剰余金  88,397  89,000

自己株式 △13,635 △13,635

株主資本合計  114,132  114,735

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △181 △81

為替換算調整勘定 △10,653 △8,851

評価・換算差額等合計 △10,834 △8,932

少数株主持分  883  930

純資産合計  104,181  106,732

負債純資産合計  139,866  144,347
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（２）四半期連結損益計算書

（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

売上高  28,287  30,268

売上原価  17,547  19,564

売上総利益  10,740  10,704

販売費及び一般管理費  9,888  10,281

営業利益  851  423

営業外収益     

受取利息  54  73

受取配当金  9  8

為替差益  27 －

不動産賃貸料  141  151

貸倒引当金戻入額  1 －

その他  35  104

営業外収益合計  269  336

営業外費用     

支払利息  101  78

為替差損 －  115

持分法による投資損失  4 －

固定資産除却損  14  21

不動産賃貸費用  71  74

その他  50  26

営業外費用合計  241  315

経常利益  879  444

特別利益     

投資有価証券売却益  93 －

特別利益合計  93 －

特別損失 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 －  21

PCB処理費用 －  47

特別損失合計 －  68

税金等調整前四半期純利益  972  376

法人税等  716  267

少数株主損益調整前四半期純利益 －  108

少数株主利益  2  24

四半期純利益  253  84
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 （２）四半期連結損益計算書 

   （第１四半期連結累計期間）  

   

  

（単位：百万円）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

売上高  27,177  29,998

売上原価  16,786  19,443

売上総利益  10,391  10,554

販売費及び一般管理費  9,888  10,322

営業利益  502  232

営業外収益     

受取利息  54  73

受取配当金  9  8

為替差益  27 －

不動産賃貸料  141  151

貸倒引当金戻入額  1 －

その他  35  104

営業外収益合計  269  336

営業外費用     

支払利息  101  78

為替差損 －  115

持分法による投資損失  4 －

固定資産除却損  14  21

不動産賃貸費用  71  74

その他  50  26

営業外費用合計  241  315

経常利益  530  253

特別利益     

投資有価証券売却益  93 －

特別利益合計  93 －

特別損失 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 －  21

PCB処理費用 －  47

付加価値税修正損  92   －

特別損失合計  92  68

税金等調整前四半期純利益  531  185

法人税等  635  156

少数株主損益調整前四半期純利益 －  29

少数株主利益  2  24

四半期純利益又は四半期純損失(△) △106  5
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益  972  376

減価償却費  968  986

退職給付引当金の増減額（△は減少）  44  29

受取利息及び受取配当金 △63 △81

支払利息  101  78

売上債権の増減額（△は増加）  1,473  1,995

たな卸資産の増減額（△は増加）  1,351 △537

仕入債務の増減額（△は減少） △2,996  2,122

未払金の増減額（△は減少） △703 △249

未払費用の増減額（△は減少）  656  156

その他  501 △549

小計  2,307  4,328

利息及び配当金の受取額  63  81

利息の支払額 △100 △79

特別退職金の支払額 △391 －

法人税等の還付額 －  76

法人税等の支払額 △109 △783

営業活動によるキャッシュ・フロー  1,770  3,622

投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資有価証券の売却による収入  149  3

有形固定資産の取得による支出 △386 △470

有形固定資産の売却による収入  25  665

無形固定資産の取得による支出 △103 △13

その他  43  20

投資活動によるキャッシュ・フロー △272  204

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少）  683  370

自己株式の取得による支出 △0 －

自己株式の売却による収入  3 －

配当金の支払額 △612 △603

その他 △35 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー  38 △258

現金及び現金同等物に係る換算差額  440 △375

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  1,977  3,193

現金及び現金同等物の期首残高  16,688  25,120

現金及び現金同等物の四半期末残高  18,666  28,313
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 （３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書  

     

（単位：百万円）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益  531  185

減価償却費  968  986

退職給付引当金の増減額（△は減少）  44  29

受取利息及び受取配当金 △63 △81

支払利息  101  78

売上債権の増減額（△は増加）  1,703  1,420

たな卸資産の増減額（△は増加）  753 △546

仕入債務の増減額（△は減少） △2,929  1,910

未払金の増減額（△は減少） △703 △249

未払費用の増減額（△は減少）  656  169

その他  633 △605

小計  1,695  3,298

利息及び配当金の受取額  63  81

利息の支払額 △100 △79

特別退職金の支払額 △391 －

法人税等の還付額 －  76

法人税等の支払額 △109 △783

営業活動によるキャッシュ・フロー  1,159  2,592

投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資有価証券の売却による収入  149  3

有形固定資産の取得による支出 △386 △470

有形固定資産の売却による収入  25  665

無形固定資産の取得による支出 △103 △13

その他  43  20

投資活動によるキャッシュ・フロー △272  204

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少）  1,295  860

長期借入れによる収入 －  539

自己株式の取得による支出 △0 －

自己株式の売却による収入  3 －

配当金の支払額 △612 △603

その他 △35 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー  649  771

現金及び現金同等物に係る換算差額  440 △375

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  1,977  3,193

現金及び現金同等物の期首残高  16,688  25,120

現金及び現金同等物の四半期末残高  18,666  28,313

13

k149511
タイプライターテキスト
【訂正後】(8ページ)



該当事項はありません。   

  

1. 報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源 

 の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっております。 

  当社は、製品・サービス別に国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

   したがって、当社は、製品・サービス別のセグメントから構成されており、「電動工具事業」、「ライフサイ 

 エンス機器事業」の２つを報告セグメントとしております。 

  「電動工具事業」は、電動工具等を製造、販売しております。「ライフサイエンス機器事業」は超遠心機、 

 冷却遠心機等のライフサイエンス機器を製造、販売しております。 

  

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

 当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）         

       (注)１.  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。  

      ２.  各事業区分の主要製品  

  

3. 地域別売上高に関する情報  

  当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）  

(注)売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。                   

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

  

報告セグメント  

  
合計 

(百万円) 

  
調整額 

(百万円) 

  

四半期連結

損益計算書

計上額  

(百万円)

(注1) 

電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス 

機器 

(百万円) 

小計 

(百万円) 

 売上高             

 (1) 外部顧客に対する売上高  28,832  1,436  30,268  30,268  ―  30,268

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― ― ― ― 

計  28,832  1,436  30,268  30,268 ―  30,268

 セグメント利益  12  411  423  423 ―  423

  主要製品 

電動工具 

金工用電動工具、木工用電動工具、コードレス工具、建設用電動工具、 

空気工具（釘打機・ネジ打機・釘打機用コンプレッサ）、木工機械、 

エンジン工具、園芸用工具、家庭用電動工具、集じん機、レーザー測定具 

(墨出し器・距離計)、アクセサリ（ダイヤモンド工具、その他消耗部品） 

ライフサイエンス機器 超遠心機、冷却遠心機、小形遠心機、生産用連続超遠心機 

 日本 

（百万円）  

アジア  

(百万円)  

ヨーロッパ 

(百万円)  

 北アメリカ 

(百万円)  

その他  

(百万円)  

 合計 

(百万円)  

 9,314  2,851  10,323  5,917  1,861  30,268
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 （４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

  　 　 　

　(５) セグメント情報  

1. 報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源 

 の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっております。 

  当社は、製品・サービス別に国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

   したがって、当社は、製品・サービス別のセグメントから構成されており、「電動工具事業」、「ライフサイ 

 エンス機器事業」の２つを報告セグメントとしております。 

  「電動工具事業」は、電動工具等を製造、販売しております。「ライフサイエンス機器事業」は超遠心機、 

 冷却遠心機等のライフサイエンス機器を製造、販売しております。 

  

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

 当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）         

       (注)１.  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。  

      ２.  各事業区分の主要製品  

  

3. 地域別売上高に関する情報  

  当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）  

(注)売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。                   

  

  

  

報告セグメント  

  
合計 

(百万円) 

  
調整額 

(百万円) 

  

四半期連結

損益計算書

計上額  

(百万円)

(注1) 

電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス 

機器 

(百万円) 

小計 

(百万円) 

 売上高             

 (1) 外部顧客に対する売上高  28,562  1,436  29,998  29,998  ―  29,998

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― ― ― ― 

計  28,562  1,436  29,998  29,998 ―  29,998

 セグメント利益  △178  411  232  232 ―  232

  主要製品 

電動工具 

金工用電動工具、木工用電動工具、コードレス工具、建設用電動工具、 

空気工具（釘打機・ネジ打機・釘打機用コンプレッサ）、木工機械、 

エンジン工具、園芸用工具、家庭用電動工具、集じん機、レーザー測定具 

(墨出し器・距離計)、アクセサリ（ダイヤモンド工具、その他消耗部品） 

ライフサイエンス機器 超遠心機、冷却遠心機、小形遠心機、生産用連続超遠心機 

 日本 

（百万円）  

アジア  

(百万円)  

ヨーロッパ 

(百万円)  

 北アメリカ 

(百万円)  

その他  

(百万円)  

 合計 

(百万円)  

 9,314  2,978  9,714  6,119  1,871  29,998
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[参考情報] 

(1)報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

  (注)１. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。 

    ２. 各事業区分の主要製品 

  

(2)地域別売上高に関する情報  

  前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

(注)売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

  

 （６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。   

  

  

  

報告セグメント  

  
合計 

(百万円) 

  
調整額 

(百万円) 

  

四半期連結

損益計算書

計上額  

(百万円)

(注１) 

電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス 

機器 

(百万円) 

小計 

(百万円) 

 売上高             

 (1) 外部顧客に対する売上高  27,065  1,222  28,287  28,287  ―  28,287

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― ― ― ― 

計  27,065  1,222  28,287  28,287 ―  28,287

 セグメント利益  523  328  851  851 ―  851

  主要製品 

電動工具 

金工用電動工具、木工用電動工具、コードレス工具、建設用電動工具、 

空気工具（釘打機・ネジ打機・釘打機用コンプレッサ）、木工機械、 

エンジン工具、園芸用工具、家庭用電動工具、集じん機、墨出し機 、 

アクセサリ（ダイヤモンド工具、その他消耗部品）  

ライフサイエンス機器 超遠心機、冷却遠心機、小形遠心機、生産用遠心機 

 日本 

（百万円）  

アジア  

(百万円)  

ヨーロッパ 

(百万円)  

 北アメリカ 

(百万円)  

その他  

(百万円)  

 合計 

(百万円)  

 8,918  2,046  10,259  5,606  1,456  28,287
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[参考情報] 

(1)報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

  (注)１. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。 

    ２. 各事業区分の主要製品 

  

(2)地域別売上高に関する情報  

  前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

(注)売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

   

 （６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。  

  

  

  

報告セグメント  

  
合計 

(百万円) 

  
調整額 

(百万円) 

  

四半期連結

損益計算書

計上額  

(百万円)

(注１) 

電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス 

機器 

(百万円) 

小計 

(百万円) 

 売上高             

 (1) 外部顧客に対する売上高  25,955  1,222  27,177  27,177  ―  27,177

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― ― ― ― 

計  25,955  1,222  27,177  27,177 ―  27,177

 セグメント利益  174  328  502  502 ―  502

  主要製品 

電動工具 

金工用電動工具、木工用電動工具、コードレス工具、建設用電動工具、 

空気工具（釘打機・ネジ打機・釘打機用コンプレッサ）、木工機械、 

エンジン工具、園芸用工具、家庭用電動工具、集じん機、墨出し機 、 

アクセサリ（ダイヤモンド工具、その他消耗部品）  

ライフサイエンス機器 超遠心機、冷却遠心機、小形遠心機、生産用遠心機 

 日本 

（百万円）  

アジア  

(百万円)  

ヨーロッパ 

(百万円)  

 北アメリカ 

(百万円)  

その他  

(百万円)  

 合計 

(百万円)  

 8,918  2,108  9,087  5,606  1,456  27,177
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